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ロードマップに沿った技術開発及び
導入の促進方策の検討（案）

資料５
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下水道を取り巻く状況の変化と課題の多様化
リソース不足（少子高齢化等による技術者減少、厳しい予算）

膨大なストック（老朽化対策、改築更新）

頻発化・甚大化する災害（大規模地震、水害）

地球規模の課題（地球温暖化対策、微量有害物質対応、下水資源の有効活用 等）

H27：下水道技術ビジョン（技術開発ロードマップ）の策定・公表
H28：下水道技術開発会議の設置（毎年度２回程度開催）

課題解決のための新技術・効率化技術導入に関する各種調査を実施
H28、H29、R3：全国の地方公共団体に対する技術ニーズに関するアンケート調査
H29～R1 ：技術開発状況に関する文献等調査

H28～R3 ：地方公共団体（延べ48団体）に対する新技術導入課題のヒアリング
H30～R1 ：民間企業へのアンケート調査、業界団体等へのヒアリング

R4 ：政令市・コンサルタント企業に対するガイドライン・マニュアル活用状況調査

民間企業の技術開発状況に関するアンケート調査

R5 ：技術開発ロードマップ見直しのための文献等調査（→ロードマップ見直し）
R6 ：見直し後ロードマップを着実に進めるための技術開発・導入促進方策検討 1

新技術・効率化技術導入促進に向けたこれまでの取り組み
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Ｒ５ 下水道技術開発会議 エネルギー分科会
・新技術・効率化技術の導入促進に向けて検討すべき事項を整理

Ｒ６下水道技術開発会議
・11の技術開発分野全てにおいてＲ５エネルギー分科会と同様の検討を予定

→ 整理方法(案)：R5ロードマップ見直し時のグループ枠単位で検討・整理
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グループ枠 ロードマップの技術開発分野

1.下水道
① 持続可能な下水道システム－１（再構築）

②
持続可能な下水道システム－２（健全化・老朽化対策、スマート
オペレーション）

2.地震・津波 ③ 地震･津波対策

3.雨水 ④ 雨水管理（浸水対策）

⑤ 雨水管理（雨水利用、不明水対策等）

4.水質 ⑥ 流域圏管理

⑦ リスク管理
5.下水処理 ⑧ 再生水利用

6.リサイクル
⑨ 地域バイオマス

⑩ 創エネ・再生可能エネルギー

⑪ 脱炭素社会に資する下水道システム

新技術・効率化技術導入促進に向けた取り組み方針（案）
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令和6年度の検討内容（案）

Ⅰ 過年度のヒアリング/アンケート調査結果の分析・整理

過年度（H28～R5）に実施したヒアリング/アンケート調査結果を網羅的に分析
し、検討すべき事項等を整理

整理方針（案）
・ユーザーである地方公共団体等の技術ニーズを踏まえた技術開発及び技術の普及
拡大の方策について、今後の方向性を示せるよう整理

・技術開発～導入後までの段階（①技術開発時、②導入検討時、③発注時、④導入後、
⑤その他）毎に、影響因子別にカテゴリ分けして整理

・関連する技術開発分野をグループ枠単位で包括して整理

整理様式（案）
・Ｒ５年度第３回エネルギー分科会の資料｢新技術・効率化技術導入促進に向けた課
題・現状と検討すべき事項（案）｣を参考に整理方法を検討 【次頁、参考資料７参照】
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※Ｒ６年度第３回エネルギー分科会資料より抜粋
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令和6年度の検討内容（案）

Ⅱ ロードマップ（～2050年：全体見直し版）を着実に推進するための方策の検討

技術開発の進捗状況整理
・Ｒ５に見直した技術開発ロードマップ及びフォローアップ欄の情報等に基づき、各技術
開発分野の技術開発項目毎の進捗状況や今後の課題について整理 【参考資料６】

上記整理結果より、技術開発及び導入が迅速に進んだ好事例の抽出
（下水道全国ＤＢ、下水道共通ＰＦ、下水サーベイランス、下水汚泥リン回収等）
・技術開発ロードマップに記載された技術において、技術開発や現場導入が迅速に進
んだ事例を抽出し、その要因を分析
（要因の例：補助制度、技術開発体制、法令整備、機関連携、目標明確化 等）

Ⅲ 新技術の開発及び導入促進に向けた課題解決策の検討
・Ⅰ及びⅡの成果を踏まえた課題解決策の検討
（国、地方公共団体、企業、研究機関等に期待される役割や制度等について整理）


